











では，一般的な合成法と異なる新しい合成法で金属ドープ QDs や NRs を合成した。
ドープ物質は主に銅を用いた。この新規合成法で合成した Cu ドープ CdSe QDs 
(Cu:CdSe QDs)や NRsの光物性を調べると共に，ドープ物質の Cuが多励起子相互
作用にどのような影響を与えるのかを解析した。 
【実験】CdSe QDsと NRsはオレイン酸と Trioctylphosphine oxide を保護剤として
合成した。得られた CdSe QDsと NRsをトルエンおよびヘキサンに分散させ，Cu
粉末 (5N) を分散液に加え，攪拌することによってCu:CdSeQDsとNRsを合成した。
遠心分離によって粉末を取り除き，吸収・発光スペクトル，発光寿命を測定した。ま
た CdSe QDs 中の Cu ドープ量を ICP 質量分析で分析すると共に，フェムト秒レー
ザーを用いて過渡吸収測定を行い Cu:CdSe QDsと NRsの光物性，特にオージェ再
結合について調べた。 




光バンドが観測された(図 1)。これは CdSe QDs
に Cu が取り込まれ，バンドギャップの中程に
新しい準位を形成した為と考えられる。また
Cu:CdSe NRsでも CdSe NRsの励起子発光に
比べ長波長に Cu に由来する発光バンドが観測
された。またそれぞれ Cu バンドを観測波長と
した励起スペクトルは CdSe QDs と NRs の吸
収スペクトルにほぼ一致した。 











































CdSe QDs の励起子発光寿命は，Cu ドープにより
速くなることが分かった。しかし Cu 由来の発光で
ある長波長側 (観測波長 790nm) で発光寿命を測
定すると，Cu:CdSe QDsの方が CdSe QDs よりも






スを過渡吸収分光で解析した。図 2に Cu:CdSe 
QDs (D = 3.3 nm)の時間分解過渡吸収スペクト
ル(10 W)およびその励起光強度依存性を示す。
時間分解スペクトルでは吸収スペクトルに対応








CdSe QDsの Auger再結合の時定数 τAugerは粒径
の 3乗に比例することが分かり，Cu:CdSe QDs
の Auger再結合の時定数 τAugerも粒径の 3 乗に一



















































図 2 (a) Cu:CdSe QDs (D = 3.3 nm)の




τAuger = Dm 
m = 3 
図 3 オージェ再結合時定数の粒径
依存性 
Baseline 
0.2ps 
1ps 
10ps 
100ps 
400ps 
800ps (a) 
(b) 
